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【研修に関する考察】

　　研修に参加してみて、現在通所で行っている多職種との連携が病院でも出来る体制になれば理想的なのかなと思った。カンファレンスに参加し、栄養管理計画書や再評価、外来栄養指導を実施しているが、運動に携わる事が少ないと思った。他の病院では栄養指導はもちろん、運動療法も出来るだけ携われるようにし、食事と運動の両方から着目していた。しかし、栄養士業務が多い為、キツイと話されていた。

　　私は通所での業務を考えながら講義を聴いていたが、どこの施設もやっていることが当院よりレベルが低いと思った。その為、当院が行っているプログラムやスタッフの関わり方、エアロビについて全員の前で話すと、全員が興味を示す様な反応をし、発表者も積極的に質問するような状態であった。

　　しかし、私の中で栄養士業務がしっかり行えていない部分があり、その辺を考えさせられた。最近は栄養指導以外に他のプログラムを回す事が忙しく、個人栄養指導を必要としている利用者様になかなか関われていないのが現状であり、今後の課題となっている。通所は栄養士として食事と運動について関われる最高の場所だと思っているが、うまく自分自身が発揮出来ていないと強く考えさせられた気がする。また、今後の集団栄養指導の中で最初にソリューション・フォー・ウェルネスの教材を使用して実施していたので、利用者様にとって現在は実践プログラムになっていると思うが、実際運動療法を拒否する利用者様もおり、再度食事と運動の関係を分かりやすく指導するために、原点に戻り、食事と運動の関係性を再度指導することが必要だと思った。

【研修要旨】
○『多職種とのコミュニケーションのとり方』　　　

秋田回生会病院栄養科　　進藤　愁子先生

　　チームワークの原則として①目的・目標の共有はチームの存在価値は目標の一致にある。②不足の感覚・工夫の意識は自分だけでは不足と感じるから他の手を組む工夫をする。③相手の能力・私の能力はお互いの能力と限界を知らなければ手を結べない。④対等平等性・直接性は実践上の権利と責任は平等であり、直接顔を合わせて行動を共にすることが重要である。⑤環境整備・制度の保障はチームワークを推奨する組織や制度があると促進されるがある。

多職種の必要性として、患者様個人によって病気の症状はそれぞれ違いがあり、多くの方が身体的苦痛や心理的な問題や社会的問題、特に精神的な問題を抱えている。例えば、病気の再発はしないのか、薬に対する不安、退院後の食事はどうすればいいのか、入院費の支払いは分割できるのか、仕事へは復帰出来るのか不安などを抱える問題はさまざまである。これら辛い症状や問題を乗り越えなければ社会復帰は困難な状態になる。そこで多職種が関わり情報を共有し、連携を図りながら協力することで他方面の専門的な立場からの手助けを行うこと出来る。その為、総合的に効率よくきめ細かい良質の医療を受ける事が出来る。

協働の利点は、身体・精神の各専門スタッフが協働して患者を治療する際に、精神病像の統一的見方が必要になり、共通言語を用いて情報を共有することを目的とする。多職種との関わり・協力を得たことで違う視点からの関わりの効果が感じられる。個々の考え方の違いや抱えている問題点、病棟の現状が明らかになり、チームでの取り組みの再確認が出来る。多職種が多面的なアセスメントを行うことで、それぞれの特性を生かしたケアが行える。

「体を動かしましょう」ということで健康教室を実施し、急性期病棟の患者様もスタッフ付き添いで３０分ウォーキングを実施している。強制的に行うのではなく、あくまでも自由参加としている。運動によって体力がついたり、検査数値の減少が見られている。

～パネルディスカッション～

○『精神科栄養士として～栄養士の役割と多職種との連携～』　

松平病院　管理栄養士　中居　朋代先生

　　Ｈ７年に給食委託業者から直営に戻して現在実施している。変えた理由として患者様の声がすぐに伝わるようにするためとのこと。行事食は通常の食事料金プラス￥７００～￥１０００して豪華にしたり、弁当食を提供している。

　　栄養指導では外来と入院患者様の指導をしており月２０～３０件実施している。生活習慣病改善のため健康生活プログラムとしてソリューション・フォー・ウェルネスの教材を使用して実施している。売店で売っているジュースに入っている砂糖の量を表したり、１００ｇ体重が増加したらこのくらいの脂肪が付くと話し、牛脂を使用して量を表している。

運動プログラムも併用して実施することによってＢＭＩが標準値にいる方は徐々に体重減少が見られているが、肥満の方は一度体重は落ちるが、リバウンドする傾向になっている。これらを改善するためには栄養指導と運動療法を同時に実施していかなければならない。

　

○『デイケアセンターの現場より』　　

湊病院デイケアセンター　管理栄養士　　日向　公子先生

　　デイケアでの栄養士の関わりでは、メンバーの摂食状況へのアプローチとして、栄養指導・相談、勉強会を行い、スタッフ会議に多職種が集まり情報提供を行う。重要な事は、食環境のみではなく、利用者の生活環境全般の目標に沿った支援、指導、訓練をすることが求められている。
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